
平成30年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
③取組に
おける課

題
(Check)

平成３０年３月に策定した第２期戦略
に基づく施策を行う。また、市の鳥と
して制定したオオタカを中心とした自
然環境保全の施策を推進する必要があ
る。

④課題に対
する今後

(H31～)の
改善計画
(Action)

引き続きオオタカを中心とした生物多
様性の周知と保全策を推進する。第２
期戦略に基づく施策を行う。

①H30当
初の改善

計画
(Plan)

②H30に
実施した
取組(Do)

オオタカを中心とした市民への周知と
保全策を推進する。物理的な保全も含
め、保護団体との協議・検討を行う。

保全を目的としたオオタカの調査を開
始した他、オオタカパネル展を実施
し、オオタカ及び生物多様性について
の啓発を行った。また、新規モニタリ
ング調査員の募集を行った。

Ｂ　達成できなかった

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

個別評価 Ｂ　市が担うととも
に、市民協働を進める
べき

有効性

市関与の必要性

Ａ　必要性が高まると
考えられる

5,492,000 6,712,000 6,592,000

0.80 1.00

必要性

平成29年度

1,393,990

2,142,307

6,885,990 8,808,521 8,734,307

平成28年度

今後の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

1,393,990

27.30 25 ％

平成30年度

2,096,521

1.00

2,142,307

生物多様性の情報の共有・蓄積・市民活動団体等との連
携

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

「生物多様性ながれやま戦略」に基づ
き、重点拠点のモニタリング調査を行
うとともに、グリーンフェスティバル
等で生物多様性の重要性について啓発
を行う。平成３０年度は「グリーン
ウェイブ」で公共施設に植樹を行った
ほか、一般社団法人千葉県トラック協
会の支援を受け、市野谷の森東近隣公
園（予定地）で１９６本の植樹を行っ
た。また、おおたかの森S.C内の日曜情
報センター及び森の図書館で、市の鳥
オオタカパネル展を開催し、また、市
民団体等と協議の上、新規モニタリン
グ調査員の募集及び講習会を実施し
た。想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

人役・嘱託(人)

④

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

事業名

政　策
施　策

01

↗↗↗ まちづくり達成度アンケート

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

「生物多様性ながれやま戦略」に基づき、重点拠点のモニタリング調査を行うとともに、グ
リーンフェスティバル等で生物多様性ながれやま戦略の大切さについて啓発を行う。また、
「グリーンウェイブ」による公共施設への植樹のほか、平成２６年度からは一般社団法人千葉
県トラック協会の支援を受け植樹を行っている。平成３０年３月、オオタカを市の鳥に制定し
た。
平成２０年５月に生物多様性基本法が成立。この法律に基づき平成２２年３月に本市独自の
「生物多様性ながれやま戦略」（５０年戦略）を策定した（平成３０年３月：第２期戦略策
定）。生物多様性に関する情報公開の場としてシンポジウム等を開催。平成２３年７月から基
盤情報整備のためのモニタリング調査を実施し、平成２６年度にモニタリング調査結果報告書
を作成した。また、平成２８年度・２９年度の２か年で戦略の見直しを行った。

市内における生物多様性の保全と持続可能な利用を図る。

主管課長 大島　尚文豊かで美しい生活環境の創造

名　　称 平成28年度 平成29年度 平成30年度

2-1

主管課 環境政策課

会計 小事大事

01

目項

04 01 04 05 52

2,096,521

③

対象

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市内の多様な自然環境、市
民

意図
事業
目的

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

⑤

⑥

指標

①

②

生物多様性の意味を理解
している市民の割合

27.30

生物多様性地域戦略推進事業

１節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備）


